





































(Baku Abis) に石炭があることは 1851 年にはすでにわかっており、Società 
Anonima Miniere di Bacu Abis によって 1870 年代からバク・アビスで採








告によれば、1909—13 年には英国からイタリアに平均 950 万トンの石炭




































カルボニアの出炭量は 1938 年当初は 50 万トンであったが、戦中・戦
後の混乱期に 10 万トンまで低下した。最大の出炭量 65 万トンを記録した
1955 年以降急速に出炭量は落ちこんだ。労働者の数は 1940 年に 12000
人を上回り、戦中戦後の混乱期に落ち込みをみせたものの、1947 年にピー














カルボニアは国家の支援を受けながら公社 Azienda Carboni Italiana が都









































































にヌラグシ・フィグス (Nuraxi Figus) 炭鉱が操業しつづけてはいるが、その





























ニャ州での最大の出炭量は 1930 年代後半に記録された 130 万トンである。
結果的に欧州石炭鉄鋼共同体の設立はイタリアの石炭産業を終焉に向かわ













以 上 の よ う に、 操 業 規 模 の 縮 小 や 閉 山 に よ る 地 域 社 会 へ の 打 撃 に







年 人口 転入 転出
1950 47858 1763 2433
1951 45325 1154 2039
1952 45841 1281 2048
1953 47061 1888 1932
1954 47286 1523 2416
1955 45255 1143 4328
1956 44686 1472 3054
1957 44815 1213 2089
1958 40854 992 5737
1959 39691 1652 3436
1960 39847 1251 1843
1961 35990 632 2393
1962 35872 1271 2311
1971 30957 − −
1981 32180 − −
1991 32887 − −
2001 30447 − −



































に失業者が増えていった。仕事をもたない男性は、1951 年の 2952 人から

















欧州石炭鉄鋼共同体による閉山後に作成された報告 (Commission des 






























されている。2006 年 11 月には、この施設の一部を改装し、カルボニアの











































































































だの事故による死亡者数は 128 人であり、年間の最大死者数は 1940 年に
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６）欧州石炭鉄鋼共同体の調査報告（Talamo and Derossi 1965）に基づく。









８） 欧 州 石 炭 鉄 鋼 共 同 体 の 調 査 報 告 (Commission des communautés 
européennes 1968) を参照。この数字は S.M.C.S の報告に基づいている。
９）島田（2004:25-26）による指摘による。ただし島田の研究では、イタ
リアに対する欧州石炭鉄鋼共同体による石炭産業や地域再生のための支
援については触れられていない。
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